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西板持町　

　折井　 柊  星 ちゃん（４カ月）
とう せい

とーくん、レオン兄さん(チワワ)と

仲良くしてね☆彡．。

西板持町

　巨海　 茉  莉  花 ちゃん（１歳４カ月）
ま り か

女の子やけどすごく活発です

 わ が 家
の ア ド ル

イ

　７月１日、１００歳の誕生日を迎え

られた佐竹　美代さんを訪問しまし

た。食事は、好き嫌いなく食べられ

るそうです。

100歳おめでとうございます！

　７月１５日、１００歳の誕生日を迎え

られた浅井　靖子さんを訪問しまし

た。ご家族の皆さんにお祝いされ、

とても喜んでおられました。

　わが家のアイドル（対象年齢は

４歳未満、兄弟・姉妹と一緒に

写っている写真でも可）は、写真

に、メッセージ（20字程度）を添

え、住所、保護者とお子さんの名

前（ふりがな）、撮影時の年齢（月

齢）、電話番号を記入し、Ｅメール〔kouhou@city.

tondabayashi.lg.jp〕または、封書で左記の宛先まで

応募してください（Ｅメールの場合は件名に「わが

家のアイドル」と入力してください）。なお、今応

募された場合、掲載は約２カ月後になります。

宛先

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
月
号
の
「
川
柳
」（
宿
題
「
 絆
 」）
は
８
月
　

き
ず
な

１０

３１

日

、
　

月
号
の
「
短
歌
」
は
９
月
　
日

、

１１

３０

　
月
号
の
「
俳
句
」
は
　
月
　
日

ま
で
に
応

１２

１０

３１

募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
歌
＝

黄
の
口
で
餌
を
求
め
し
子
 燕
 が
春
の
日
射
し
を
浴
び

つ
ば
め

て
巣
立
つ
日
　
　
　
　
津
々
山
台
　
　
　
岡
林
　
均

∧
選
評
∨
作
者
は
軒
下
に
作
ら
れ
た
巣
に
黄
色
の
 嘴
 

く
ち
ば
し

が
並
び
 賑
 や
か
に
親
燕
か
ら
餌
を
も
ら
い
、
す
く
す

に
ぎ

く
育
つ
の
を
微
笑
ま
し
く
眺
め
て
お
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
巣
立
ち
し
た
若
燕
た
ち
が
飛
び
交
う
姿
は

爽
や
か
な
夏
の
風
物
で
良
い
お
歌
に
な
っ
た
。

声
高
に
歌
う
た
う
れ
ば
な
ん
と
な
く
気
持
ち
爽
や
か

楽
し
か
り
け
り
　
　
　
寿
町
　
　
　
　
堀
井
　
太
造

梅
雨
入
り
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
白
き
花
今
年
も
庭
に

 十
 

じ
ゅ
う

 薬
 が
咲
く
　
　
　
　
楠
風
台
　
　
　
　
正
木
　
浩

や
く

広
報
で
毎
月
百
才
祝
わ
れ
て
み
ん
な
の
広
場
に
勇
気

も
ら
え
る
　
　
　
　
　
甲
田
　
　
　
　
奥
宮
　
陽
子

心
配
事
ひ
と
つ
消
え
た
る
夕
暮
れ
に
あ
か
ね
の
色
に

西
空
の
染
む
　
　
　
　
緑
ケ
丘
町
　
　
千
葉
　
清
子

十
年
目
再
婚
同
志
ひ
と
く
ぎ
り
癖
も
持
病
と
い
た
わ

り
合
っ
て
　
　
　
　
　
喜
志
町
　
　
　
澤
田
　
悦
子

列
を
な
す
学
生
が
続
き
ひ
と
時
を
 賑
 わ
し
て
い
る

に
ぎ

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
よ
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
景
山
　
睦
子

末
枯
れ
た
る
パ
ン
ジ
ー
抜
き
て
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
に
私

の
住
ま
い
も
夏
の
お
も
む
き
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
９
月
号
は
「
俳
句
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
７
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）

３１

　
武
都
紀
　
若
松
　
寿
子
選

金剛錦織台　

　日野　 結  稀 ちゃん（３歳８カ月）
ゆう き

　　　　 杏  菜 ちゃん（１歳５カ月）
あん な

　　　　 綾  香 ちゃん（１歳５カ月）
あや か

これからも３人仲良くね♪



１５

フ
レ
イ
ル
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

～
気
づ
き
と
予
防
～

■
フ
レ
イ
ル
と
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

　
フ
レ
イ
ル
は
「
老
衰
、
虚
弱
」
を

意
味
す
る
英
単
語
を
基
に
つ
く
ら
れ

た
言
葉
で
、
高
齢
に
な
っ
て
筋
力
や

心
身
の
活
力
が
低
下
し
、
健
康
障
が

い
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
、
つ
ま
り

健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　「
体
重
減
少
」「
疲
れ
や
す
い
」「
筋

力
低
下
」「
歩
行
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
」

「
身
体
活
動
の
低
下
」
の
う
ち
、
３

つ
以
上
当
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
口
の
機
能
の
衰
え
を
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
呼
び
、
フ
レ
イ
ル

と
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　「
滑
舌
が
悪
く
な
っ
た
」「
食
べ
こ

ぼ
し
」「
わ
ず
か
な
む
せ
」「
 噛
 め
な
い

か

食
品
が
増
え
た
」「
口
が
乾
燥
す
る
」

に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
改
善
さ
れ

る
と
フ
レ
イ
ル
が
回
復
す
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
や
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

に
早
期
に
気
付
き
、
自
分
事
と
し
て

前
向
き
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
健
康

寿
命
（
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
）
を
延
ば
し
、
い
つ
ま
で
も

元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
予
防
・
改
善
の
た
め
に
…

食
生
活
　
筋
肉
の
材
料
と
な
る
た
ん

ぱ
く
質
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
肉
や

魚
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
な
ど
を
毎

日
の
食
事
で
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
筋
肉
や
骨
を
強
く
す
る
働
き
の

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
日
光
浴
に
よ

り
活
性
化
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

外
出
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

意
識
と
行
動
　
買
い
物
や
散
歩
な
ど

外
出
の
機
会
を
増
や
し
た
り
、
趣
味

を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
脳
へ
の

刺
激
と
な
り
、
認
知
症
予
防
に
も
役

立
ち
ま
す
。

適
度
な
運
動
　
下
半
身
の
筋
力
を
つ

け
る
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
や
足
全
体
の

筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
力
を
鍛
え
る
「
片

脚
立
ち
」
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

は
、
心
肺
機
能
の
強
化
や
脳
細
胞
の

活
性
化
に
役
立
ち
ま
す
。

口
の
体
操
　
舌
や
 頬
 、
口
の
周
り
の

ほ
ほ

運
動
な
ど
口
の
体
操
を
し
、
噛
む
力

や
飲
み
込
む
力
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
　
予
防
接
種
を
受
け
る
な

ど
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
健
康

診
断
や
歯
科
健
診
を
受
け
て
自
身
の

健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
健
診
結
果
や
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
を
記
録
し
て
健

康
づ
く
り
に
生
か
す
「
笑
顔
れ
ん
ら

く
帳
」
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
笑
顔

れ
ん
ら
く
帳
は
、

高
齢
介
護
課
ま
た

は
、
ほ
ん
わ
か
セ
ン
タ
ー
で
　
歳
以
上

６５

の
人
に
無
料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
高
齢
介
護
課（
内
線
１
８
９
）
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「みんなちがって、みんないい。」

　今年６～７月に開催された、サッカー・ワールド

カップ（Ｗ杯）ロシア大会では、日本代表選手の健

闘する姿に、日本国中が熱狂の渦に包まれました。

試合終了後に対戦した選手たちが握手をし、お互い

の健闘をたたえ合う姿には、スポーツを通して、世

界中の人々を一つにする力がありました。

　しかし、一方でこんな新聞記事も目にしました。

そこには一部のサポーターによる不適切な発言が取

り上げられており、それは特定の人種や民族、国籍

の人々を排除する言動で、相手の選手などを挑発す

るものでした。日本でも２０１６年６月に「本邦外出身

者に対する不当な

差別的言動の解消

に向けた取組の推

進に関する法律

（ヘイトスピーチ

解消法）」が施行さ

れていますが、同

様の記事を目にす

ることもあり、差

別がなくなってい

ない現実に、スポーツの素晴らしさとは別に寂しい

気持ちにさせられます。

　また、２０１７年３月には、「外国人住民調査報告書」

で差別に関する実態調査の結果が公表されました。

その中では過去５年間に外国人であることを理由に

侮辱されるなどの差別的な発言を受けた経験のある

人が２９.８㌫にも上るという結果が出ています。

◇誰もが安心して暮らすことができる社会を実現さ

せるために

　本市の小・中学校では、共に生きていく社会の実

現をめざして、子どもたちが一人一人の多様性を知

り、お互いを認め合うための取り組みを進めていま

す。

　日本の童謡詩人、金子　みすゞさんの代表作に

「私と小鳥と鈴と」という詩があります。この詩の

中には、「みんなちがって、みんないい。」という一

節があります。全てのものに個性があり、一つ一つ

が素晴らしくかけがいのない存在だということを教

えてくれています。この詩のように、私たち一人一

人が「ちがい」を認め合いながら、共に生きていく

ことを大切にし、誰もが安心して暮らすことができ

る社会を実現させていきたいものです。

　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６３、３６４）

●ヘイトスピーチとは

　憎悪に基づく差別的な言動のこと。

　日本においては特定の民族や国籍の

人々を標的とするものが社会問題と

なっているが、国際的には人種や民族、

宗教、性的指向、性別、思想、職業、

障がいなどを理由に、差別的意図を

持って、個人や集団に対し侮辱、攻撃、

脅迫、憎悪、排除、暴力などの差別を

したり、それを扇動したりする言動の

ことをいう。


